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研究要旨 

本研究では、ひと、情報、ものを繋ぐ医療・福祉統合ネットワークのあり方につい

て、愛知県内の自治体を中心に検証を加えた。２年間の研究を通して当該ネットワー

クの社会実装と産業化を目指し、ネットワーク基盤の普及を図るとともに、運用手順

書等を策定した。そしていくつかの自治体において当該ネットワークの社会実装を実

現した。 

 

A. 研究目的 

 超高齢社会にも負けない豊かで活力ある国つ

くりには、医療と福祉の統合は必須であるが、そ

のプロセスには数多くの障壁が散在している。中

でも 2025年問題は最大の障壁である。 

 わが国の医療や福祉は、1961 年に作られた、

国民皆保険、フリーアクセス、一律診療報酬を基

本にした医療提供体制と介護保険制度が基軸と

なっているが、戦後、医療提供体制の中心であっ

た病院完結型医療は崩壊し、地域連携型医療へと

大きくシフトした。これに伴い、患者の居場所も

「病院」から「生活」の場へ大きく転換すること

になった。そして最大の障壁である 2025 年問題

を迎えることになる。 

 これに対し、わが国の政府は 2025 年問題解決

のため、社会保障・税一体改革大綱（2012 年 2

月）、日本再興戦略（2013 年 6 月）、健康・医療

戦略（2013 年 6 月）等を通してその対応策を検

討し、現在、日本経済再生本部の産業競争力会議

と連携して、①医療分野の研究開発の司令塔機能

の創設、②医療の国際展開、③健康寿命延伸サー

ビスの創出、④健康・医療分野における ICT の

利活用の推進を進めようとしている。 

 このような時代を背景に本研究では 2025 年問

題を解決するための社会インフラとして最も重

要と考えている在宅医療・福祉統合ネットワーク

のあり方について、我々が開発した多職種情報共

有基盤（電子連絡帳）を活用して検討を加えると

ともに、その社会実装を目指した。 

 

B. 研究方法 

１．情報共有基盤である電子連絡帳 

地域医療連携及び地域福祉連携に求められる

電子連絡帳の機能について、愛知県豊明市の医

療・福祉統合ネットワーク「いきいき笑顔ネット

ワーク」及び愛知県長久手市の医療・福祉統合ネ



ットワーク「愛・ながくて夢

検討した。

２．電子連絡帳の商標登録

 社会実装を進めるため、

を目指した。

３．電子連絡帳

１）システム

 システム基盤

め、サーバーコンピューティングシステムから

ラウドコンピューティングシステム

えを検討した

キュアクラウドと

トワーク基盤を構想し、具現化に努めた。

２）機能の深化

想定されるユースケース

域福祉連携）

３）運用体制並びに手順の整備

 各自治体の持つ医療資源や福祉（介護）資源、

及び考え方に基づき、運用体制

の立ち上げについて検討した。

 

C. 研究結果

１．情報共有基盤である電子連絡帳

地域医療連携と

を目指し、
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ケア講演会（豊明市）2014 年 2月 8日 

⑫水野正明 健康寿命を延ばす健康つくり・街つ

くり 厚生労働省委託事業「ICT でつなぐ地域医

療連携と地域包括ケア」セミナー（名古屋市）2014

年 2月 22 日 

⑬水野正明 健康寿命を延ばすための健康つく

り・街つくり 第６回瀬戸旭医師会・公立陶生病

院合同市民フォーラム（瀬戸市）2014 年 3月 9日 

⑭水野正明 健康寿命延伸のための取り組み：超

高齢社会への対応 名古屋市天白区医師会講演

会（名古屋市）2014 年 3月 12 日 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。） 

1. 特許取得 

なし 

 

2. 実用新案登録 

なし 

 

3. その他 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


